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大規模災害ボランティアへのＰＣＲ検査の実施 

 

大規模災害ボランティアへの PCR 検査助成については、グループごとに上限１万円とし

ておりましたが、このたび、制度の充実を図るため、派遣人数に応じた上限額に見直すと

ともに、災害ボランティアの自己負担額を、検査試薬代２千円のみとします。 

                 記 

１ 災害ボランティアに対するＰＣＲ検査の実施       ※下線は見直した点 

区 分 内 容 等 

対 象 者 
ひょうごボランタリープラザが、①大規模災害発生時に緊急を要すると判断し、 

②被災地の災害ボランティアセンターへ派遣する災害ボランティア 

実 施 手 法 ひょうごボランタリープラザから県立健康科学研究所に検査を委託 

試 薬 代 等 

検査実費の

自己負担額 

一人あたり 2,000円（試薬代等検査実費：4,000 円の 1/2） 

・検査試薬代（2,000円）のみをボランティアから徴収 

・検査キット代（2,000円）は、ひょうごボランタリープラザが購入、ボランテ

ィアに無償提供することとし、その購入費用を大規模災害ボランティア活動応

援プロジェクトにより支援 

【実施スキーム】  
                            健康科学   ひょうご 

ひょうごボランタリープラザ           研究所        ボランタリープラザ 

 

２ 「大規模災害ボランティア活動応援プロジェクト」制度の拡充 

区分 現行 拡充後 

対 象 者 ５人以上の団体・グループ 

対 象 

活 動 

大規模災害（激甚災害指定等）時に被災地災害ボランティアセンターを通した被

災者支援活動（被災者宅のがれき撤去、泥かき、避難所運営支援等） 

対 象 

経 費 
交通費、被災地での宿泊費 

・交通費、被災地での宿泊費 

・（新）ＰＣＲ検査に要する経費 

助 成 額 上限 ２０万円 

上限 20万円＋（＠2千円×派遣人数） 

 

①交通費、被災

地での宿泊費 

上限 ２０万円 

（現行どおり） 

②○新ＰＣＲ検査

に要する経費 

（※） 

2千円×人数 

試薬代等検査実費：4,000 円

の 1/2 

助成先 ボランティアグループ 
①ボランティアグループ（現行どおり） 

②ひょうごボランタリープラザ 

財 源 ふるさとひょうご寄附金 

 

･ボランティア募

集、取りまとめ 

･検査ｷｯﾄの購入 

 

・プラザにおいて、責任者

の指導のもと、検体(唾

液)を自己採取、梱包 

・検体の健科研への持込 

 

検体 

検査 

 

・結果の受取・通知 

・派遣先等に対する

検査結果の証明 


